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損害防止サーキュラー No.06-08 
 
ミシシッピー川―水位上昇の予測 
 
 
ミシシッピー川の水位は現在、ニューオーリンズの

Carrolltonの水位計において１４．１フィートであり、

上昇している。４月９日時点では川は１６．５フィー

トに達すると予測されている。 
これは２００５年以降、最も高い水位である。川は

エル・ニーニョやラ・ニーニョの周期による３-
４年毎に、通常の高水位期間より高い水位となる。 
 
USCGによれば１９９９年から２００６年の間、１６７

．５と１８７．９のマイル標の間のミシシッピー下流

において６４もの衝突や他物接触、座礁が報告さ

れている。 

これらは２１件の他物接触、２件のバージの破断、

１３件の衝突、２８件の座礁である。 

この中で46CFR4によって、３件は重大な海上事

故として扱われ、５件は海上の大災害事故と分類

されている。 
これらの災害は喫水の深い船舶、曳船そしてバー

ジのフリートを含む海事産業の全てのセクターを巻

き込んでおり、高水位、通常水位、低水位でおきて

いる。 
 
川が１４フィート以上のとき、より多くの衝突、座礁や破断を生じ、特に４０フィート以上の喫水を持つパナマックス型撒

積船や油槽タンカーに見られる。 
水位がニューオーリンズで１５フィートを越えるとき、Mississippi River Crisis Action Planが発動される。 
 
高水位期間中、水流が浚渫した航路の端部を洗い流し、崩壊させる。 
川に係留している船舶は破損を避けるためにより多くの係留索を配したり、タグの支援を必要とすることになる。 
１７０－１７７のマイル標にある上流の中ほどにある多くの設備は喫水の深い船舶がその錨を引きずりがちであり、破

損することがあるようだ。Ama/St.RoseからBaton 
Rougeまでの川の錨地もまた、影響を受けやすく、水位が１４フィート以上に達している限り、船舶は錨を引きずること

がおきうる。 
 
ある運航者は増加した水位を理由に通常の４２フィート以上に船舶に積載するように喫水を増やしていることが報告さ

れている。 これは高水位が一時的な自然現象ゆえのものとして、推奨できることではない。 
水流や堆積物の量の増加の効果や航路の端部の崩壊の可能性もまた船舶の航行能力に直接、衝撃を与えるであろ

う。 
 
National Weather Service Lower Mississippi River Forecast Center よりの最新の川の予測と追加情報は 
www.srh.noaa.gov/lmrcf/forecast/rva.htmlにて参照できる。 
我々はニューオーリンズのPhelps Dunbar 
LLPに以上のトピックに関する初期情報を提供していただいたことに感謝する。 
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